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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　令和４年３月31日に提出いたしました第64期（自　令和３年１月１日　至　令和３年12月31日）有価証券報告書の記

載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(2）経営者の視点による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(2)経営者の視点による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　（訂正前）

　①財政状態の分析

（流動資産）

　当事業年度末における流動資産の残高は、61,446千円（前事業年度末は、56,275千円）となり、5,171千円増加

しました。増加の主なものは、現金及び預金の増加であります。

（省略）

 

　　（訂正後）

　当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づき作成されております。

　この財務諸表の作成にあたっては、当事業年度末における資産、負債の報告金額及び収益、費用の報告金額に影

響を与える見積り、判断及び仮定の設定を行わなければなりません。

　経営陣は、過去の実績や状況に応じて合理的だと考えられる様々な要因に基づき、見積り、判断及び仮定を行い

ます。実際には、見積り特有の不確実性があるため、これらの見積りと異なる場合があります。

　なお、新型コロナウイルスの感染拡大の影響等不確実性が大きく将来事業計画等の見込数値に反映させることが

難しい要素もありますが、期末時点で入手可能な情報を基に検証等を行っております。

　①財政状態の分析

（流動資産）

　当事業年度末における流動資産の残高は、61,446千円（前事業年度末は、56,275千円）となり、5,171千円増加

しました。増加の主なものは、現金及び預金の増加であります。

（省略）
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